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１．目的 

 皆さんは作業療法士をご存じだろうか。よく持たれるイメージとして、手を見る人、積み木並べ、

編み物が挙げられる。作業と聞くだけでも、何か作製や操作することだと想像されがちであるが、そ

れには大きく誤解がある。実は作業療法士が指す作業とは、“その人が大切にしていること（したいこ

と）”である。本来作業療法士はこの“作業”を治療道具とする。「したいことは、病気が治ってか

ら」という常識を覆し、「したいことをして病気を治す、と同時にしたいことをできるようにする」、

そんなユニークな専門職である。だが病院や施設、地域におけるリハビリテーションには制限や規則

が多くあり、作業療法士が人を作業に結び付けるという役割を担えていないケースは多い。特に、理

学療法士と同じようなことをする作業療法士も多く、誤解が生じ、認知につながらない作業療法士の

役割について、今回一症例を通してまず知っていただきたい。 

 

２．症例を基に伝える、作業療法士によるリハビリテーションの価値 

70 代女性。脳梗塞発症後、右片麻痺の後遺症により約 10 年車いすによる介助生活を送られていた。

「籠の鳥になりたくない」という思いから、リハビリで歩行訓練に励んだこともあったそう

だ。だが数回の転倒を機に恐怖心が芽生え、以降歩行は全くしなくなる。多くの時間を家で

寝て過ごしている、とても暗い印象のご本人であった。今回は、「自由に、どこでも行けるよ

うになりたい」という思いを作業の中核に置いた。介入にあたり導入した電動車いすを用

い、したいことを実践し、評価・支援・フィードバックを繰り返す。 

作業療法士が介入して約 2 年。ご本人は電動車いすで共に行った場所であれば自由に行く

ことができるようになった。その移動距離年間約 360km。電車も利用し、行く所々、日々の

出来事等を写真に収め SNS で発信するのは、今、毎日の日課である。また、ヨガ・アトリエ

教室等の楽しめる居場所が広がり、現在は家よりも外に出ている時間が長いと話す。今や暗

かった印象が思い出せないほど明るい元気なご本人は、装具を外して素敵な色の靴を履きお

しゃれを楽しむ。当時配食サービスを利用されていたが、今はほぼ毎日片手で料理を作る。

息子さんやご友人のために振る舞い喜んでもらうことは、今大切にしている作業の一つとな

った。「心が動けば、体も変わる」という名言を体現するように 10 年経った今、手すり支持

がなくても起立・立位保持・移乗可能となった。よって、最近 SNS の写真の投稿はいつも立

位だ。「楽しいことはなによりも薬」「一つ自分ができることを見つけられたら幸せになる」

と話すご本人は、正しく「したいことをして病を治す」、作業パワーを証明し続けている。 

【一緒に実践したことの一部例】 

電動車いすで電車とタクシーに乗る・美術館に着物展を観に行く・鎌倉で人力車に乗る・ア

ートフェスティバルに参加して、床でアート活動に参加する・湯船に浸かる・一人で行ける
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店を増やす・生シラス丼を食べにいく・一人でホテルに泊まる 

 

３．今を生きる皆さまへ 

作業療法は、ご本人がしたいことや大切にし

ていること(＝作業)に焦点を当てる。これは、

他の医療職とは異なる視点であるが、この作業

を評価・治療手段としていくのは作業療法なら

ではあろう。この作業療法はやっていて楽しい

と感じる方が多い。また、作業に焦点をあてる

ことで心と身体の回復だけではなく、その人が

これからどのように生きていきたいか気づくき

っかけにもなる。例え余命〇か月と宣告された

方であっても、どんな状況にある方にも意味を

もたらすことができるユニークな専門職。医

療・福祉職の中では人の幸福と健康に最も近い

職業といわれることもある作業療法士を皆さま

にまず知ってもらうとともに、私自身これから

も多くの方に貢献することができたら幸いだ。 
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＜助言者コメント＞ 瓜生 律子（世田谷区福祉人材育成・研修センター長） 
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お二人の笑顔の写真から、お二人の絆、信頼関係が感じられ、温かな気持ちになりました。ご本人

がベッド上で閉じこもった生活を 8年間近く続ける中で、「電動車いすでタクシーに乗ってみよ

う！」という平川さんの一言から始まった新たな一歩。そして、ご本人が、少しでも笑顔で元気にな

れることはないか、いつも考えていた平川さんの態度や心意気が、本人の「じゃあ、やってみようか

な？」という好奇心や安心感に繋がり、その後の人生を拓くきっかけになったとのことです。 

医療職の関わりや視点は大切にされ、大前提として 1人の人間として、その方に向き合い続ける明

るい姿勢が何よりも大切という視点で、お仕事をされているそうです。チームメンバーをお訊ねした

ところ、「チームというより、ご本人の意思を尊重する周囲の人々。もちろん、浴槽に入れるように

ヘルパーさんへの介助伝達など行いましたが、本人の自立生活を支えるのは医療・福祉に携わる多職

種だけではない。近所の自転車屋のおじちゃん、ヨガ教室のスタッフ、レストランのシェフやバイト

の子、近所の農家の友人、ご本人を取り囲む全ての人との繋がりが、自立した生活を送る上でなによ

りも大切」とのことです。発表者とのやり取りの中から、ＡＤＬの自立だけでなく、ご本人の夢や希

望を実現することが、「真の自立支援」だと思いを新たにしました。 

関わりの 2年間は、毎回が新しい挑戦でした…との言葉のとおり、このような素敵なツーショット

が生まれたのだと、納得いたしました。多くの方々の夢と希望を叶える…そんな発表を、来年も是

非、お待ちしております。 
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